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令和６年度第２回習志野市災害医療対策会議 会議録 

 

１ 開催日時 令和７年１月２０日（月）午後７時３０分～午後８時３０分 

 

２ 開催場所 保健会館１階検診室 

 

３ 出席者 

（１）出席委員 

 【会長】 習志野市医師会 代表理事 三束 武司 

【副会長】習志野市歯科医師会 会長  齋藤 守 

【委員】 習志野市医師会   理事 青木 隆 

習志野市歯科医師会 監事 板谷 賢二 

習志野市薬剤師会  副会長 宇野 弘展 

習志野市薬剤師会  副会長 青木 伸江 

千葉県済生会習志野病院 白石 博一（災害医療コーディネーター） 

習志野第一病院     鎌田 尊人（災害医療コーディネーター） 

津田沼中央総合病院   新井 通浩 

谷津保健病院      須藤 真児 

習志野保健所  （代理）田中 由佳  

習志野警察署  （代理）鈴木 史人 

習志野市アマチュア無線非常通信連絡会  嶋野 忠雄 

習志野市危機管理監     亀﨑 智裕 

習志野市消防長       鈴木 憲一 

習志野市健康福祉部長    小平 修 

（２）委員随行者 ５名 

 （３）事務局 健康福祉部 次長 奥井 良和 

健康福祉部 健康支援課長 河栗 太一 

健康福祉部 主幹 健康支援課 篠塚 美由紀 

健康支援課 救急医療・予防接種係 係長 橋本 法子 

主査 高橋 美紀  

 

４ 議題 

（１）会議の公開 

（２）会議録の作成 

（３）会議録署名委員の指名 

（４）審議 

病院前救護所体制案及び令和 7年度試行訓練等について 

（５）報告 

   ①令和６年度習志野市総合防災訓練実施報告 

   ②令和６年度災害医療本部及び応急救護所訓練報告について 

（６）その他（事務連絡等） 
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５ 会議資料   令和６年度第２回習志野市災害医療対策会議に関する資料 

（１） 次第 

（２） 席次表 

（３） 習志野市災害医療対策会議設置要綱 

（４） 習志野市災害医療対策会議委員名簿 

（５） 資料１－1 病院前救護所体制案及び令和 7年度試行訓練等について 

（６） 資料１－2 病院前救護所運営イメージ 

（７） 資料２－1 令和６年度習志野市災害医療本部及び応急救護所訓練 実施報告 

（８） 資料２－2 令和６年度習志野市災害医療本部及び応急救護所訓練 報告（写真） 

（９） 資料２－3 令和６年度習志野市災害医療本部及び応急救護所訓練 反省結果 

（医療本部） 

（１０）資料２－4 令和６年度習志野市災害医療本部及び応急救護所訓練 反省結果 

（災害拠点病院・救急告示病院） 

（１１）資料２－5 令和 6年度習志野市災害医療本部及び応急救護所訓練 反省結果 

（応急救護所） 

 

６ 議事内容 

（１）会議の公開 

（２）会議録の作成 

（３）会議録署名委員の指名 三束会長より、会議録署名委員として新井通浩委員を指名。 

（４）審議 

① 病院前救護所体制案及び令和 7年度試行訓練等について 

（資料１-1、1-2） 

【鎌田部会長】病院前救護所の部会については、私は部会長をやらせてもらっている。現在、

２回部会を行い、昨年は９月２０日に第１回、１２月２３日に第 2回の会議を行った。各病院

の状況や今後の予定などを話し合っている。病院前救護所についての体制や運営方法などにつ

いては資料 1－1と 1－2を参考に御確認いただきたい。本日は、部会で検討した中で、各委員

へご意見を諮る 4点について説明を行う。 

1点目は、病院前救護所設置基準についてである。（資料 1－1、3ページ） 

設置基準は現在と同様として、習志野市で震度 6弱観測時自動参集としたい。各病院で震度

6弱を上回る参集基準であると災害モードが合致していない状況となるが、各病院では、済生

会習志野病院・習志野第一病院は震度 5弱、谷津保健病院・津田沼中央総合病院は震度 5強で

参集としており、震度 6弱病院前救護所設置時点で、各病院の参集体制は整っている状況にあ

る。 

設置にあたっては、病院により立ち上げの協力体制は異なるため、各病院と病院前救護所メ

ンバーが協力し合うということでいかがか。 

2点目は、医薬品についてである。（資料 1－1、7ページ） 

病院前救護所と病院で処方された医薬品は、病院の最寄薬局で処方としたい。開設する薬局

は習志野市薬剤師会より各病院最寄り薬局数か所へ協力依頼を行う予定である。 

また、病院前救護所の医薬品備蓄と管理については、病院内での循環型で検討するため、市

は循環型の方法を今後整理していく。病院前救護所で使用する薬品や衛生材料は、別途院内で
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保管する場所はないため、院内薬品等共に保管していただき、院内循環することで、新しいも

のを備蓄してもらう形はできないかということを現在協議中である。 

3点目は、病院と病院前救護所の情報伝達共有方法である。（資料 1－1、7ページ） 

病院と病院前救護所の情報は病院へ情報集約・一本化とし、病院の本部・情報部門が病院・

病院前救護所の状況を報告・要望等の伝達・情報共有を市医療本部等と行う。病院と病院前救

護所は近いので対面も可能である。また病院前救護所は医療本部と直接連絡をとるのではなく

設置している病院を介して行う。それに伴い、病院前救護所には無線機器は設置せず、各病院

内の通信手段に合わせて、病院と病院前救護所は連絡をとりあう。 

医療本部においては、各病院のとの無線通信を引き続き実施するため、習志野市アマチュア

無線非常通信連絡会の協力をお願いしたい。 

保健会館と病院に 9会場に無線を設置していたが、救護所の無線を廃止し、各病院の通信手

段に合わせて病院前救護所から病院内の伝達を行うため、病院内の無線のサポートを行うこと

は可能か、病院と病院内救護所の無線とは異なる通信のサポートは可能か、病院や習志野市ア

マチュア無線非常通信連絡会の意見を伺いたい。 

4点目は、令和 7年度以降の訓練についてである。（資料 1－1、10・11ページ） 

令和 7年度試行訓練は各病院での防災訓練体制は異なるため、病院の実態に合わせて実施す

る予定である。各病院の訓練は平日が多く、三師会会員は診療があるため休日のみの訓練参加

となる。令和 8年度には病院前救護所体制で訓練を実施する予定であるが、令和 7年度の試行

訓練結果と参加団体の状況を踏まえ、令和 8年度以降の訓練内容・方法については検討するこ

ととなった。令和 7年度以降の訓練についてご意見を伺いたい。 

以上で説明を終了とする。 

 

【三束会長】各審議事項に対し質問・意見をうかがっていく。では 1点目は病院前救護所設置

基準についてである。これはいかがか。 

【三束会長】質疑なしと認める。 

 

【三束会長】2点目は医薬品についてである。医薬品の処方は最寄り薬局で行う。病院前救護

所の医薬品備蓄と管理については、病院内での循環型で今後やり方を検討していく。 

【鎌田部会長】補足だが、病院前救護所で使用する医薬品は病院の循環型で管理する。中等症

から重症者の医薬品については病院ごとに準備する。 

 循環型については、医薬品の予算をつけてもらい用意してもらう。部会の中で検討中である

が、市で買ったものを病院の中で使用してもらうことは難しいため、病院前救護所で使用する

ものを病院内で備蓄してもらいそれを病院のものとともに循環して用意してもらう。 

【青木伸江委員】各病院前の最寄り薬局の中で谷津保健病院の最寄り薬局を心配していたが、

日本調剤薬局は加入したので大丈夫そうである。 

【亀﨑委員】1 点確認をさせていただきたい。今応急救護所として中学校と保健会館が設定さ

れているが、そこには救護者のための医薬品があるという認識だがいかがか。 

【事務局高橋】今現在、応急救護所の医薬品は、保健会館は 2階の急病診療所と倉庫、各中学

校は保健室に医薬品を準備している。その医薬品のリストは習志野市災害時医療救護活動マニ

ュアル内に記載している。 
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【亀﨑委員】今後応急救護所をなくし病院前救護所に移行した場合、保健会館、各中学校にあ

る医薬品の取り扱いはどのようになるのか。 

【事務局高橋】病院前救護所体制となり、今現在の 4ヶ所の応急救護所には人員もいないため、

医薬品はなくなることを想定している。 

【三束会長】その他質疑なしと認める。 

 

【三束会長】3 点目は情報伝達共有方法についてである。１つは、病院前救護所と病院の情報

は病院へ一本化し、病院前救護所には無線は設置しない。病院前救護所と病院間は各会場の伝

達手段を使用する。医療本部と病院については引き続き無線を使用する。質問、意見はいかが

か。 

【嶋野委員】病院前救護所は直接医療本部とやりとりしないから、無線は使わない。全て PHS

等でカバーできるのか。また PHSであると 1対 1となる。無線であると無線を持っていればそ

の全員が内容を知ることができる。どういう無線設備を構築したらいいのか、みえない。 

【三束会長】基本的に病院前と病院内という場は中と外では違うが、ほぼ一体化しており、独

自の無線を使わずに PHS等方法を各病院に合わせて整えていく。今後 2年かけて構築していく。 

【鎌田部会長】習志野第一病院の場合、現在 iPhone を使用しているためダウンする可能性が

ある。PHS の場合はおそらくない。場合によって、無線を病院前と病院内の伝達手段として使

う可能性はある。 

病院と応急救護所が一体化するので 2度手間になることや煩雑さが減り、音声無線が減るの

ではないか。今後も病院から医療本部へ傷病者リストを流す必要はあるので、無線システムを

使う。 

【新井委員】医療本部からこんな情報がきているということを情報収集するのはいいのではな

いか。発信はせず無線の受信だけをするのはどうか。無線機の台数はあるので無線の設置場所

を応急救護所から病院前に変わる場合は変更届を出せばよい。 

【鎌田部会長】無線をきくだけということは考慮していなかった。確かに受信すると状況が把

握しやすい。 

【青木隆委員】各病院に無線機を保管してもらう、アンテナをたてる、電源を使用するという

問題が出てくる。 

緊急時発信する必要が生じる可能性もあるため、手段としてもっていることはいいことである。 

【三束会長】その他質疑なしと認める。 

 

【三束会長】4点目は令和 7年度以降の訓練についてである。令和 7年度の施行訓練は病院の

実態に合わせて実施予定。令和 8年度には病院前救護所体制で訓練を実施する予定であるが、

令和 7年度の試行訓練結果と参加団体の状況を踏まえ、令和 8年度以降の訓練内容・方法につ

いては検討する。また令和 7年度は秋にある防災総合防災訓練にて医療本部及び応急救護所訓

練を実施する。質問、意見はいかがか。 

【板谷委員】第 7中学校の場所を残した方がいいという話が以前あったがどうなったのか。第

7中学校周辺は移動手段がないという理由で応急救護所を残したほうがいいと意見があった。 

【事務局篠塚】令和 5年度の会議の中で、現状の応急救護所を継続するか病院前救護所へ移行

するか検討時、メリット・デメリットの中で第 7中学校周辺の課題があった。その際、第 7中
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学校については、谷津保健病院あるいは習志野第一病院の病院前救護所でカバーするというこ

とで、病院前救護所への方向性となった。現在病院前救護所の方向で検討しているが、その際

の意見として病院前救護所が設置できない場合は臨時的にどこかへ設置をする、サテライト的

なものを検討するという意見もあった。ただその点については、現在病院前救護所体制の検討

が中心であり、サテライトについてはまだ進んでいないということでいかがか。 

【三束会長】その他質疑なしと認める。 

 

【三束会長】4点について意見を頂いた。1点目、2点目、4点目は決定ということでよろしい

か。今後、医薬品の備蓄管理と令和 8年度以降の訓練について、引き続き部会の検討事項とし

たいと思う。3 点目については、病院前救護所の無線設置について新しい意見がでたので引き

続き部会で検討し今後審議していただきたい。 

【三束会長】質疑なしと認め、審議を終了する。 

 

（5）報告 ①令和 6年度習志野市総合防災訓練実施報告について【亀﨑委員】 

今年度実施をした習志野市総合防災訓練の成果について報告する。 

今年度は昨年 11 月 24 日日曜日に防災訓練を企画、実施した。訓練会場は市内学校 25 ヶ所

で実施し、訓練会場となった学校に来た市民は 2,699 名、関係機関の参加者は 580 名、合計

3279名の参加となった。 

訓練のアンケート結果等では非常にいい訓練であったという記載が多く、アンケート結果の

自由意見では、限られた町会ではあるが訓練後の成果を確認していた町会もあった。 

その中で災害時の医療に関して、「もしけがをしたらどこいったらいいのか」という質問も

あり、今現在では病院については大規模災害があったときは重症者患者の治療となるため、け

が等の場合は応急救護所での対応となるため、よく場所を掌握しそこで治療を受けるよう伝え

ている。 

しかしながら今後令和 9年度以降病院前救護所体制が整った段階においては、新たな災害時

の医療等については再度、市民へ周知が必要と感じている。  

補足であるが、令和 7年度の習志野市総合防災訓練の日程は、令和 7年 11月 16日日曜日を

予定しており検討中である。 

 

【三束会長】質疑なしと認め、終了する。 

 

②令和 6年度医療本部及び応急救護所訓練報告について【事務局 高橋】 

（資料 2-1、2-2、2-3、2-4、2-5） 

各応急救護所における設置・運営訓練および、災害医療本部、病院、応急救護所間の情報伝

達訓練を実施し、各機関・各自の役割や課題の共有を図ることを目的とし、令和 6年 11月 24

日に災害医療本部及び応急救護所訓練を実施した。 

会場は災害医療本部となる市庁舎と 4か所の病院、3か所の応急救護所の計 8会場で行い、

関係団体と市職員を合わせ、97名参加。 

 今回の訓練では、第 2中学校は、令和 6年 9月に新校舎へ移動したため、医薬品を備蓄して

いる保健室の場所や校内にある AED等の場所を確認した。 
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また、一次トリアージの理解を深めるため、各応急救護所会場にて役割に関わらず、トリア

ージの方法の確認とトリアージタグの記載等を行うトリアージ机上訓練を実施した。 

医療本部と各病院では、広域災害・救急医療情報システムである EMISの合同練習モードを

使用し、実災害と同様の入力訓練と医療機関の被災情報確認を行った。医療本部には病院 4か

所、応急救護所 3か所の情報が入ってくるため、情報の整理のため EMISの積極的な活用や応

急救護所報告フォーマットの利用を図ったが、無線の報告待ちや情報整理の課題が生じた。反

省結果の詳細は、資料 2－3から 2－5のとおり。 

今後について、医療本部の情報の整理については、今回の訓練を通しての反省点を生かし、

ホワイトボードへの情報の整理の工夫や EMIS画面の拡大等を取り入れていく。また限られた

情報伝達ルートを有効に利用できるよう、各会場での無線において伝達内容の優先順位等検討

していく。報告は以上である。 

 

【三束会長】今の内容に質問、意見はあるか。 

【事務局 高橋】 習志野市アマチュア無線非常通信連絡会の嶋野様より、本日追加で資料配

布があり、今回の訓練についての提案があると伺ってる。 

【嶋野委員】今回の訓練で、医療本部は、病院と応急救護所の 7会場から無線を 1か所で受け

る関係で、情報がきたら次が入ってくるという状況にあった。医療本部のオペレーターが上手

く対応したので何とか凌いだ感じはあるが、それにしてもやはり時間待ちが発生してした。 

7、8年前から、何度か提案していた通信手段があり、このような場合こういうものを使う

と便利であるというものを、再度提案させていただきたい。今後応急救護所がなくなると変わ

ってくる可能性はある。 

資料は、文字通信といい、本部にサーバーを置き病院や応急救護所が電光掲示板のようなも

のに書き込みし、その内容がみれるというもの。時間待ちも生じない。6階の無線室にあるサ

ーバーは 6階からグランドフロアまでＬＡＮ配線が延びている。 

無線資格のない人もその情報を随時見られるというメリットが大きい。本部と他の場所でも

みることができる。また、情報を送信する時は無線資格が必要であるが、無線資格がない人で

もパソコンにデータを蓄積し送付したい内容のファイルを作ることはできる。送信するときだ

け、無線資格者がやればいい。 

本日はこのようなツールがあるという紹介である。それにかかる費用はなく、もうすでに構

築されているものなので、うまく活用する方法を検討してはいかがと提案させていただいた。

以上である。 

 

【三束会長】これについていかがか。これは今後検討していくことになるか。 

【鎌田部会長】兼ねてから、非常通信連絡会の方には提案いただいて 1回デモしていただい

た。文字として残り、皆がみることができるということで非常にいいツールではあると思う。

しかし、機器の操作が難しい面があり、今現在のシステムにおいてもプリンターとタブレット

がつながらない等トラブルが多々あり、無線担当者にこのツールが浸透するのは非常に難しい

だろうと考えている。 

1つ提案としては、もしこれを行うのであれば、非常通信連絡会の方のご協力いただけるの

であれば 1度やってみたい。無線会員をもう少し増やさないといけないと思っているが、事前

にこれができるようになるというのは、調整役としては難しい面が多々ある。その辺を踏まえ

ご協力いただくことができるだろうか。 
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【嶋野委員】その辺は協力できる。ただ、ここで私は先ほど言ったように、要は資格がない人

ができる、記録が残るということはメリット大きい。普段の我々がパソコンで何かデータを見

ると全く同じ。 

本来はこれを一番に、画像通信の前にやる予定であったが、応急救護所において医療専門用

語を入力しようとしたら上手く読めない、読めたとしても今度は変換ができない等の状況があ

り、そのまま送ってしまおうということになり、画像伝送が先行することとなった。 

 双方の良い点があるため、それを組み合わせながらできたらいい。だからその辺のインフラ

をサポートはする。 

【新井委員】1つ確認したい。同時に送信した場合つながらないことはないのか。 

【嶋野委員】リプライ機能があるため途中の文字抜け等はない。 

【須藤委員】先ほど応急救護所にある無線をどうするかという話があったが、意見として病院

前救護所でとりあえず音声のみ流れるように設置するのはどうかという話があった。実際にそ

の場に無線があり差し迫った場面では使用したくなることも無きにしも非ずである。そうなる

と、今回の総合防災訓練では 7か所からの無線が本部に集中しさばくのが大変だったというこ

とだったので、今の提案をうまく活用すれば、応急救護所でも無線が使えるし、病院本部の対

策本部でも音声が使える。例えば病院は音声のみにする、病院前救護所は文字を使う等、その

ような振り分けをすることは可能か。 

【嶋野委員】何を使うかは、皆が決めていただく話である。 

【青木隆委員】モデムをつないだ端末は音声無線も使える。令和 7年度の毎月の無線訓練にて

パケット通信を差し込んでやってみるのはいかがか。実際にやってできれば、総合防災訓練で

やってみてはどうか。ただしパソコンであり、タブレットやスマホで出来たら最高だが、それ

は以前の説明で無理ということだった。とりあえず今後の毎月の無線訓練に組み込んでいくこ

とから検討してみてはどうか。実施に使ってみないと問題やどこで引っかかるかわからない。 

【鎌田部会長】この災害医療のツールは市のシステムであり市の許可が必要。また予算の問題

もある。パソコンをどうやって用意するか。現在であると、病院、応急救護所、医療本部の 9

か所のパソコンが必要。 

【嶋野委員】その程度のパソコンはストックしてある。パソコンのスペックは低くても可能。

設備はもう構築されているので問題ない。このシステムをどう使っていくかを部会で検討して

ほしい。 

【三束会長】質疑なしと認め、終了する。 

 

（５）その他（事務連絡等）  【事務局 高橋】 

今後、4 か所の病院の委員には、2 月から 3 月に行う現地調査と令和 7 年度の試行訓練日程

の相談をさせていただく。 

令和 7年度の会議については年 2回の予定。総合防災訓練日程決定後、会議日程を調整する

予定。 

部会については第１回災害医療対策会議にて会長より指名させていただく予定のため、第１

回対策会議以降日程調整予定。以上である。 

 

【三束会長】これをもって令和 6年度第 2回習志野市災害医療対策会議を閉会する。 

 


